























































A Practical Study about How to Set “the Play Unit” After Entrance Into
Elementary School
: Through Practice of “Let’s Play in an Open Space ～ to Invite Each Other ～”













－ 106 － － 107 －
入学直後に設定する「遊び単元」の在り方
（2）　富山市立堀川小学校 1 年＊の 1 クラスにおいて筆
者の一人である学級担任の茂教諭が授業実践し，2 名
の研究者が参与観察を行った（実践期間：平成 24 年
5 月 14 日～ 6 月 29 日，参与観察：全 15 回中 13 回）。
＊（児童数は 29 名，うち男子 13 名，女子 16 名。そ
れぞれの出身幼保は全部で 10 施設，そのうち出身
幼保の同じ友達がいない児童が 5 名含まれていた。）





①　おなじ ようちえん・ほいくしょ から きた お
ともだちの なまえに まるが つけてあります。
　　その なかで にゅうがくする まえから なかの 
よかった おともだちが いたら，もう１つ ○を 
つけて ◎に しましょう。
②　にゅうがくして すぐのころ，よく いっしょに 
あそんだ おともだちを おもいだしてください。
そのころ なかの よかった おともだちに ぜんぶ 
○を つけましょう。
③  いま，しげるきゅうの くらし ぜんたいで いっ
しょに あそんだ おともだちの なまえを　おもい
つく じゅんに かいてください。なんにん でも 
かまいません。
④　③の りゆうを できるだけ くわしく かきま
しょう。かける ひと だけで かまいません。
2あそびについて
①　「ひろばであそぼう」で １かい だけでも いっ
しょに あそんだことの ある おともだちに，ぜん
ぶに ○を つけましょう。
②　 ①で ○を つけた おともだちの なかで，「ひろ
ばであそぼう」で たくさん あそんだ おともだち
に，◎を つけましょう。
③　「ひろばであそぼう」の ぜんぶの あそび のな
かで １ばん たのしかったのは，だれがかんがえ
た，どんな あそびですか。










―１（　）どうして うまく いかなかったのか かん






はまる すうじ １つに ○を つけましょう。
―1: とても たのしかった  2: たのしかった　3: あ
まり たのしくなかった　4: まったく たのしくな
かった
⑧ さそわれて あそびにいくのは たのしかったです
か。あてはまる すうじ １つに ○を つけましょ
う。
―1: とてもたのしかった 2: たのしかった　3: あ
まりたのしくなかった　4 : まったくたのしくな
かった














てはまる すうじ １つに ○を つけましょう。
―1: とても たのしかった　2: たのしかった　3: あ
まり たのしくなかった  4: まったく たのしくな
かった
⑪  かんがえたとおりの あそびが できましたか。
あてはまる すうじ １つに ○をつけましょう。
―1: よく できた　2: まあまあできた　3: あまり で
きなかった　4: まったく できなかった
⑫　あそびたい おともだちと あそぶことが できま
したか。あてはまる すうじ １つに ○をつけま
しょう。
―1: よくできた　2: まあまあ できた  3: あまり で
きなかった　4: まったく できなかった
⑬　あそんでいくうちに，できなかったことが で
きるように なりましたか。あてはまる すうじ １
つに ○を つけましょう。
―1: できるようになった　2: まあまあなった　3:
あまり できなかった　4: まったく できなかった
⑭　おともだちに ついて，なにか こまったことは 
ありましたか。あてはまる（　）ぜんぶに○を 
















＊（10 年以上の教員経験のある大学教員 1 名と現職
大学院生 4 名，大学院生 4 名，大学生 6 名。うち男
















































































その例として，図 2 の D － 1 の遊びを挙げる。この遊




である。その例として，図 2 の C － 12 の遊びを挙げる。












と変えた例として，図 2 ⑦時で児童番号 11 の児童が行っ
たおさそいを挙げる。前時には図 2 の C － 6, C － 8, D
－ 11 で遊んでいた多くの児童が A － 6 の遊びに誘われ
ている。また，活動中に別の遊びに参加している例とし
て，図 2 の②時の児童番号 22 の動きを挙げる。22 は，「お
さそいたいむ」後（チェック 1）では B － 2 の遊びで遊
びたいと意思表示しているが，実際（チェック 2）には








その例として，図 2 の⑨時以降の児童番号 1, 3, 26 の児























































































C1 児に対して，今まで一緒に遊んでいた C11 児が反応
して，「新しい遊びにいかないで」と思いを伝えている（図
3 ②）。これは，それまで C1 児と一緒に遊ぶことが楽し
かった C11 児だからこそ感じる思いであり，本単元に


























する。（6 人:C01, 04,  10,  16,  21,  26）
Ｃ 11：雲梯を使った遊びにこだわり工夫しながらおさ
そいを行った。（4 人:C14, 22,  23,  27）
Ｃ 12：アンケートから，単元を通した交友の広がりに自
覚がよくみられた。（6人:C05, 07, 08, 15, 17, 20）
Ｃ 22：主に「ごっこ遊び」で遊び，積極的におさそい















 Ⅳ 考察 
１  「学校と生活」[内容(1)]の
を通しての子どもの育ち 




































































⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮3 5 2 2 1 1 1 1 25 33 20 20 20 30 26 25 208 7 10 10 20 30 26 25 10
後半

























－ 110 － － 111 －
入学直後に設定する「遊び単元」の在り方
Ｃ 27：主に「採集遊び」で遊び，一度もおさそいを行












を除く 28 人）中の何％になるのかを図 4 に示した。
 
〔図 4：観察対象児が遊んだ合計人数〕




















































































時数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮遊び C-1 D-11 D-11 D-11 D-11 D-11 A-2 A-8 A-10 A-6 A-1 A-6 A-6 E-2 E-2自己評価 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1合計人数 7 16 22 12 11 14 8 11 3 5 4 5 2 5 41 1 1 1 12 2 2 27 7 710 10 10 1012 12 12 1214 14 14 1417 17 17 17 17 1718 18 18 18 1824 24 24 24 2425 25 25 25 2529 29 29 29 29 29
交流を深めた児童の番号（Cは省略）
時数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮遊び D-6 D-6,B-2 B-2 B-2 B-2 D-11 A-6 A-8 C-12 C-12 C-12 C-12 C-12 C-12 C-13自己評価 2 1 1 1 3 1 3 1 1 1 2 3 3 3 2合計人数 4 12 10 6 2 14 11 11 8 9 10 7 5 1 91 1 1 12 2 23 3 3 3 310 10 1012 12 12 16 16 16 1626 26 26 26 2627 27 27
交流を深めた児童の番号（Cは省略）
[表5：C06が３回以上連 して同じ と遊んだ時数]
児童番号 ―3回以上連続で遊んだ友達の番号 遊び   ―図 3〈遊びの分類〉と通し番号 自己評価―1:とても楽しかった 2:楽しかった







































時数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮遊び C-1 D-11 D-11 D-11 D-11 D-11 A-2 A-8 A-10 A-6 A-1 A-6 A-6 E-2 E-2自己評価 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1合計人数 7 16 22 12 11 14 8 11 3 5 4 5 2 5 41 1 1 1 12 2 2 27 7 710 10 10 1012 12 12 1214 14 14 1417 17 17 17 17 1718 18 18 18 1824 24 24 24 2425 25 25 25 2529 29 29 29 29 29
交流を深めた児童の番号（Cは省略）
時数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮遊び D-6 D-6,B-2 B-2 B-2 B-2 D-11 A-6 A-8 C-12 C-12 C-12 C-12 C-12 C-12 C-13自己評価 2 1 1 1 3 1 3 1 1 1 2 3 3 3 2合計人数 4 12 10 6 2 14 11 11 8 9 10 7 5 1 91 1 1 12 2 23 3 3 3 310 10 1012 12 12 16 16 16 1626 26 26 26 2627 27 27
交流を深めた児童の番号（Cは省略）
[表5：C06が３回以上連続して同じ友達と遊んだ時数]
児童番号 ―3回以上連続で遊んだ友達の番号 遊び   ―図 3〈遊びの分類〉と通し番号 自己評価―1:とても楽しかった 2:楽しかった
3:楽しくなかった 合計人数 ―1時間で遊んだ合計人数 
[表 6：C22が3回以上連続して同じ友達と遊んだ時数]
－ 112 － － 113 －
入学直後に設定する「遊び単元」の在り方
　表７において，C22 は 8 人の友達と連続して遊んでい
る。そのうち，出身の幼稚園が異なる友達は C1,2,3,10, 
12,16,26 の 7 人である。ただ，その遊びの深まりに目を



























それで，あお（自己評価 3）に まるを しました。」
⑭時：「たからさがしが こうひょう しなかったので た
からさがしすぺしゃるを つくりました。でも，
ともだちが こなかったので かなしかったです。」


























C22 の自己評価の 2 つ目の視点であると考えられる。
　それではなぜ，遊んだ人数を基準にした⑨ , ⑫ , ⑭時



































































































































































































































































































































―1: できるようになった　2: まあまあなった　3: あ
まりならなかった　4: まったくならなかった
〔表 13：工夫や気付きに関わる質問項目〕











































































① 2 3 2② 1 0 2⑤ 1 1 3③ 0 0 1⑥ 2 0 1④ 0 0 1⑦ 4 1 4























4 0 112 3 82 0 70 0 10 0 32 0 32 1 12
こ D造形 Eその他 合計
11 


































































A児(2) O児(6) K児(9) S児(11) S児(12) H児(22) H児(24) M児(27) M児(28)(質問項目)５ 2 ― 1 1 ― 2 4 ― 1(質問項目)６ 3,4 4 2,3 1,4 4 1,2,3 3 1,2,,3 4(質問項目)１３ 2 1 1 1 2 4 4 1 1
回答
観察対象児
質問５．「遊びをかんがえることはたのしかったですか。」 ―1:とてもたのしかった 2:たのしかった 3:あまりたのしくなかった 4:まったくたのしくなかった― 質問６．「１回遊んでみて、うまくいかなかったときどうしましたか。あてはまるものに○をつけましょう。」 ―1:どうしてうまくいかなかったのか考えてうまくいくように直した 2:どうしてうまくいかなかったのか考えた 3:そのままもう 1回遊んでみた 4:その遊びをやめた― 質問１３．「遊んでいくうちに、できなかったことができるようになりましたか。」 ―1:できるようになった 2: まあなった 3:あまりならなかった : たくならなかった 
－ 114 － － 115 －
入学直後に設定する「遊び単元」の在り方





















　C09 は，表 12 から新しく工夫した遊びをおさそいし
ていないことが分かるが，表 14 からおさそいを考える
ことを楽しんでいると言える。また，表 14 の質問項目
6 と 13 から，遊びによって工夫や気付きにつながって
いると考える。
〔C11〕
　C11 は，表 12，14 からも分かるように工夫しながら
遊びを考え，積極的に「おさそいかあど」を 5 枚書き，












また，表 14 の質問項目 13 から，活動を通して新たな
気付きにつながっていると言える。
〔C22〕





















　C27 は，一度もおさそいを行っていないが，表 14 から，
遊びを工夫して改善しようとしたことが考えられる。
〔C28〕






















C02 C06 C09 C11 C12 C22 C24 C27 C28(質問項目)５ 2 ― 1 1 ― 2 4 ― 1(質問項目)６ 3,4 4 2,3 1,4 4 1,2,3 3 1,2,3 4(質問項目)１３ 2 1 1 1 2 4 4 1 1
観察対象児回答
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